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消費者庁表示対策課 景品表示法政令案意見募集担当 様

件名 ： 不当景品類及び不当表示防止法の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する
政令（案）に係る意見

（フリガナ）

氏 名 一般社団法人 北海道消費者協会 会長 橋 本 智 子
ほつかいどうしよう ひ しやきようかい はし もと とも こ

（担当： 主幹 中 田 真紀子）
なか た ま き こ

〒０６０－０００３

住 所
札幌市中央区北３条西７丁目 北海道庁別館西棟２階

（会社名）（フリガナ） （部署名）

所 属
一般社団法人 北海道消費者協会 組織活性化グループ

ほつかいどうしよう ひ しやきようかい

電 話 番 号 ０１１－２２１－４２１７

電子メールアドレス do@syouhisya.or.jp

２ 追加条項
（１）本法第８条第１項の政令で定める「売上額」の算定の方法

・ アについて
「……、②返品額（課徴金対象期間において返品された場合にお

ける返品商品の対価相当額）、……」とあるが、消費者が返品したに
もかかわらず事業者が代金の返金をしていない場合もあり、現案の
ままでは、消費者が返品したにもかかわらず対価相当額が返金され
ていなくても当該相当額が控除されることとなり、売上額が低く算
出される。
「……、②返品額（課徴金対象期間において返品された場合にお

ける返品商品の対価相当額のうち消費者に返金された額）、……」と
御 意 見 することを求める。

・ イについて
「……引き渡した（提供した）商品（役務）の対価の合計と、課

徴金対象期間内に締結した契約に定められた対価の額の合計との間
に著しい差異を生ずる事情があると認められるときは、……」とあ
るが、「著しい差異」とはどの程度のものを想定しているのか。判断
基準が不明瞭である。


